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都
市
農
業
の
振
興

農業の担い手の育成及び農業者に対す
る技術や知識の普及・指導への取組みは

小
林
　
農
業
は
、
営
農
者
の
高

齢
化
な
ど
に
伴
う
農
家
戸
数
及
び

農
業
従
事
者
の
減
少
、
担
い
手
不

足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
や
不
作
付

地
の
拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。
農

業
で
安
定
し
た
所
得
を
得
る
た
め

に
は
、
1
戸
当
た
り
の
規
模
の
拡

大
、
知
識
の
向
上
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
若
手
へ
の
支

援
、
農
業
技
術
等
の
取
得
に
向
け

た
研
修
及
び
新
規
就
農
者
へ
の
就

農
準
備
支
援
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

経
済
部
長
　
農
業
が
地
域
の
基

幹
産
業
と
し
て
持
続
、
発
展
す
る

た
め
に
は
、
青
年
農
業
者
組
織
の

活
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
自
己
啓
発
を
促
進
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
4
地
域

青
年
農
業
者
組
織
の
連
携
事
業

を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
で
き
る
「
市
民
農
業
塾
」

の
開
講
の
ほ
か
、
市
内
の
農
業
者

の
下
で
の
研
修
や
埼
玉
県
農
業
大

学
校
が
実
施
す
る
研
修
を
受
講
し

た
場
合
に
「
就
農
研
修
奨
励
金
」

を
、
受
け
入
れ
農
家
等
に
は
「
就

農
研
修
謝
金
」
を
給
付
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
担
い
手
農
業

者
の
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
各
種
の
助
成
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
農
業
を
振
興
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

暑

さ

対

策

体育館における熱中症計
の設置の現状と考えは

中
條
　
近
年
の
暑
さ
が
尋
常
で

な
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
全
身

で
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
教
育
施
設
に
お
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
暑
さ
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
体
育
館
で
の
授

業
や
部
活
動
な
ど
、
特
に
熱
中

症
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
熱
中
症
の
原
因
は
、
気
温

だ
け
で
は
な
く
、
湿
度
や
風
通

し
な
ど
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
気
温
と

湿
度
と
と
も
に
、
熱
中
症
の
警

戒
度
を
あ
ら
わ
す
暑
さ
指
数
を

計
測
・
表
示
す
る
熱
中
症
計
を

配
置
す
る
学
校
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
本
市
の
配
置
の
現
状
と

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
部
長
　
体
育
館
に
熱

中
症
計
を
設
置
し
て
い
る
学
校

が
4
校
、
携
帯
式
の
熱
中
症
計

の
利
用
が
5
校
、
温
度
計
や
湿

度
計
の
設
置
が
6
校
あ
り
、
市

内
小
・
中
学
校
の
半
分
に
当
た

る
15
校
に
お
い
て
、
熱
中
症
計

等
に
よ
る
対
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。

　
体
育
館
へ
の
熱
中
症
計
の
設

置
は
、
熱
中
症
対
策
を
実
施
す

る
上
で
の
状
況
確
認
手
段
の
一

つ
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
を
は
じ

め
、
夜
間
や
休
日
等
に
お
け
る

学
校
開
放
事
業
の
利
用
者
に
対

す
る
熱
中
症
対
策
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
現
状
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
林
　
信
雄
　
議
員

中
條
　
恵
子
　
議
員

高
齢
者
支
援

水
害
時
の
広
域
避
難

認知症高齢者の見守り
についての取組みは

小
林
　
最
近
、
防
災
行
政
無
線

で
認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
と

な
っ
た
高
齢
者
の
方
を
探
す
放

送
を
聞
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

行
方
不
明
と
な
っ
た
高
齢
者
の

発
見
依
頼
放
送
は
年
間
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

　
ま
た
、
今
後
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
認
知
症
高
齢
者
の
見
守

り
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

福
祉
部
長
　
認
知
症
の
症
状
の

一
つ
で
あ
る
徘
徊
行
動
と
見
ら

れ
る
65
歳
以
上
の
行
方
不
明
者

へ
の
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
捜

索
依
頼
数
は
増
え
て
お
り
、
平

成
27
年
度
は
17
件
、
28
年
度
は

8
月
末
で
す
で
に
12
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

加
須
市
高
齢
者
支
援
計
画
に
お

い
て
、
基
本
目
標
の
柱
の
一
つ

と
し
て
新
た
に
認
知
症
対
策
事

業
の
推
進
を
加
え
、
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
行
方
不
明
者

早
期
発
見
事
業
の
た
め
「
徘
徊

高
齢
者
等
位
置
検
索
サ
ー
ビ

ス
」
、「
徘
徊
高
齢
者
早
期
発
見

ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
付
」
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

さ
ら
な
る
普
及
啓
発
に
努
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
地
域
で

認
知
症
の
方
を
見
守
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

水害時の要援護者の避難に

ついて

及
川
　
北
川
辺
地
域
の
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
者
数

は
1
2
0
2
人
で
す
。
こ
の
中

で
付
き
添
い
の
い
る
方
や
車
の

運
転
が
で
き
る
方
な
ど
を
除
い

た
方
た
ち
を
広
域
に
避
難
さ
せ

る
た
め
に
、
防
災
計
画
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
保
育
所
等
の

送
迎
バ
ス
な
ど
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
円
滑
に
移

送
す
る
た
め
に
、
拠
点
避
難
所

ご
と
に
名
簿
と
人
数
を
把
握
し

て
、
移
送
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
準
備
を
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
要
援
護

者
を
広
域
に
避
難
さ
せ
る
移
送

に
つ
い
て
お
伺
い
ま
す
。

市
長
　
災
害
時
要
援
護
者
に
対

す
る
支
援
は
、
全
て
の
地
域
で
同

じ
よ
う
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
北
川
辺

地
域
で
は
地
理
的
特
性
か
ら
広

域
避
難
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
板

倉
町
や
栃
木
市
等
と
広
域
避
難

に
つ
い
て
事
務
的
な
協
議
も
具
体

的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
可
能
に

な
れ
ば
移
送
に
係
る
時
間
も
短

時
間
で
済
む
と
想
定
で
き
ま
す
。

避
難
に
当
た
っ
て
の
移
送
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

広
域
避
難
も
特
に
こ
こ
数
年
の

間
に
出
て
き
た
考
え
方
で
、
で
き

る
だ
け
早
く
そ
の
計
画
を
練
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

及
川
　
和
子
　
議
員

小
林
　
利
一
　
議
員

答弁: 青年農業者組織間の連携事業を支
援するとともに、各種の助成事業を
活用しながら農業を振興してまいり
たいと考えております。

答弁: 学校の現状を踏まえながら、検討
してまいりたいと考えておりま
す。

答弁: 広域避難の計画をできるだけ早く
練っていきたいと考えておりま
す。

答弁: 行方不明者早期発見事業などの普
及に努めるとともに、地域で認知
症の方を見守る体制づくりに取り組
んでまいります。




